
か　ら

みやすどころ

こし

こくが

掲　

示　

板

　
◆
物
部
っ
子
祭
り
に
集
合

　

年
末
恒
例
の
物
部
っ
子
祭
り

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
大
栃

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
、

地
域
の
方
の
手
作
り
の
お
祭
り

で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
14
日
（
土
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

【
場
所
】
大
栃
商
店
街

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
栃
中
学
校
☎

58
・
２
４
０
２

◆
山
田
堰
水
止
め
（
川
干
）

　

今
年
度
は
水
路
ト
ン
ネ
ル
調

査
に
よ
り
、
３
日
早
く
12
日
間

水
止
め
し
ま
す
。

【
水
止
め
期
間
】
12
日
間

２
月
27
日 (

木
）
０
時 

止
水

３
月
９
日 (

月
）
17
時 

通
水

【
水
止
め
水
系
】
山
田
堰
井
筋

土
地
改
良
区
全
水
系

※

天
候
や
補
修
作
業
、
調
査
等
の
状

況
に
よ
り
、
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

山
田
堰
井
筋
土
地
改
良
区

☎

52

・

２
３
１
１

◆
香
南
香
美
衛
生
組
合
職
員

募
集

　

香
南
香
美
衛
生
組
合
で
は
、

令
和
２
年
度
に
採
用
す
る
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
試
験
日
】
２
月
２
日
（
日)

【
採
用
人
数
】
１
名

【
受
験
資
格
】
平
成
２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

学
校
電
気
科
を
卒
業
も
し
く
は

卒
業
見
込
み
の
方
。
電
気
工
事

業
者
で
実
務
経
験
の
あ
る
方
。

【
採
用
予
定
日
】

令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

【
申
込
期
間
】
12
月
２
日(

月)

か
ら
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

８
時
30
分
～
17
時

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
申
込
書
配
布
場
所
】

香
南
香
美
衛
生
組
合
、
香
南
・

香
美
市
役
所

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

香
南
香
美
衛
生
組
合
総
務
課

香
南
市
野
市
町
深
渕
８
０
８

☎

56

・

０
１
４
１

た
だ
い
ま

を
炒
め
、
お
湯
を
加
え
沸
騰
さ

せ
る
。
牛
肉
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
、
豆
腐
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
粉
、

野
菜
を
加
え
、
ゴ
マ
ソ
ー
ス
と

酢
で
食
べ
る
と
味
が
良
く
な
り

ま
す
。
友
人
は
お
い
し
い
と
言

い
ま
す
が
、
少
し
辛
い
か
な
。

　

大
学
の
近
く
の
景
色
は
美
し

く
、
寮
か
ら
は
鏡
野
公
園
が
見

え
ま
す
。
毎
朝
、
窓
の
外
を
見

る
と
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

科
学
研
究
に
は
や
る
気
と
努

力
が
必
要
で
す
。
こ
の
日
常
へ

の
愛
が
や
る
気
と
努
力
の
源
だ

と
思
い
ま
す
。
美
し
い
景
色
と

お
い
し
い
料
理
が
私
を
幸
せ
に

し
ま
す
。

No.１５１

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。

　

私
の
名
前
は
ジ
ャ
オ
チ
ュ
ア

ン
で
、
瀋
陽
工
業
大
学
大
学
院

の
学
生
で
す
。

　

今
、
高
知
工
科
大
学
で
機
械

シ
ス
テ
ム
制
御
技
術
を
研
究
し

て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
料
理
と

美
食
探
訪
で
す
。

香
美
市
で
お
い
し

い
食
べ
物
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
ラ
ー

メ
ン
、
う
ど
ん
、

定
食
が
好
き
で
す
。

週
末
は
友
達
と
居

酒
屋
に
行
っ
た
り
、

故
郷
の
料
理
を
作

っ
て
日
本
の
友
達

に
ふ
る
ま
い
ま
す
。

友
人
達
の
お
気
に

入
り
瀋
陽
料
理
は

鍋
で
す
。
調
味
料

ジ
ャ
オ　

チ
ュ
ア
ン
（
赵
川
）

中
国
／
臨
汾

１８Kami１９ Kami

その

１４８

て農民の出役で維持管理されていたと思われる。

都の貴人が土佐国衙から幡多へ行くのに、祖谷庄

に来ていることは、鎌倉幕府滅亡の争乱で危険な

時、最も安全な陸路として選ばれたことに大きな

意味があり、往来する人が多く、主要な道であっ

たと考えられる。

　当時のことを想像するに、尊良親王を追う一途

な女心を想うと共に、姫様御逝去の悲報が幡多に

走ったと思われる。お宮様として祀られて追慕さ

れる二十歳ほどの姫様の話は、庶民の同情を集め

悲話として伝承されたものであろう。

　建武４年（１３３７）３月、越前金崎城の落城で

尊良親王は自決したようである。

（香美市文化財保護審議会　岡村）

　時は、鎌倉幕府末の元徳４年（１３３２）３月、

幕府の衰退に後醍醐天皇が天皇親政に復する活動

で隠岐に流され、皇子の尊良親王は連座制で土佐

畑庄（幡多方面）に流された。尊良親王には、賀良

歌姫という御息所がおり、身重であった。この歌

姫は、祖谷庄で出産の時に亡くなってしまったと

いう。

　一方、歌姫信仰の『歌姫様』と呼ばれる神社が、

香北町五百蔵の山の中腹にあって、安産祈願、子

育ての神社として信仰されてきた。ここで注目す

るのは、鎌倉末期の都から土佐への交通路である。

親王の姫で身重であれば、流人の姫であっても輿

での旅であったであろう。吉野川から貞光川を阿

佐庄、小島峠から祖谷庄に入ったと考えられる。

更に京柱峠から韮生谷に降りて幡多を目指した旅

と思われる。世相は幕府側と天皇側で争乱して危

険。護衛や下女、輿丁など十数人が輿を護った隊

列が想像される。輿の通行のため一間（１．８メー

トル）ほどの幅が確保されていたと仮定すると、

土佐守護の国府から祖谷庄、貞光川へ大道があっ

第１６回  歌姫様と土佐への道６回  歌姫様と土佐への道

▲宇多姫（歌姫）大権現

▲左手前の方がチュアンさん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

～３歳の誕生日を迎える

紹介します。

おたんじょうび

おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

谷　治宗ちゃん
（１歳・　原東）

　　

山

たに　　はるむね

今月満１

お子さんを紹

谷　治宗ち
（１歳・ 原東

たに　 はるむね や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

も
う
す
ぐ
１
歳

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　

警
察
署
に
行
く
の
は
ち
ょ
っ

と
勇
気
が
い
る
と
迷
わ
れ
て
い

る
方
に
、
警
察
で
は
次
の
よ
う

な
各
種
相
談
電
話
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
専
門
の
職
員
が
相
談

に
お
応
え
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
香
北
町
良
心
市

お
試
し
出
品
者
募
集

　

香
北
町
良
心
市
利
用
組
合
で

は
、
香
美
市
で
野
菜
を
栽
培
し

て
い
る
方
を
対
象
に
お
試
し
出

品
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

菜
園
で
採
れ
た
野
菜
を
、
食

べ
き
れ
な
い
分
だ
け
良
心
市
で

販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
】

香
美
市
で
栽
培
を
し
て
い
る
方

※

高
知
県
農
協
香
北
支
所
の
口
座
が

必
要
で
す
。

【
募
集
締
切
】

12
月
25
日
（
水
）
ま
で

【
お
試
し
出
荷
期
間
】

手
続
き
完
了
～

令
和
２
年
７
月
末

※

期
間
中
は
入
会
金
無
料
、
年
会
費

無
料
の
出
荷
手
数
料
の
み
で
出
品
で

き
ま
す
。

【
場
所
】

香
北
町
良
心
市
（
高
知
県
農
協

香
北
支
所
前
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

香
北
良
心
市
店
頭

相談電話

困りごと相談、警察への要望

犯罪被害者の心の悩み相談

少年の非行や問題行動の相談

インターネット使用による犯罪の相談

女性の犯罪被害の相談

性犯罪被害の相談

暴力団等の被害の相談

電話番号

０８８－８２３－９１１０

０８８－８７１－３１１０

０８８－８２２－０８０９

０８８－８７５－３１１０

０８８－８７３－０１１０

０１２０－７７４－１１０

０８８－８２２－８９３０


